






















































































































































































































































































































































ます。最近では 1 年 500 日、最初の線が 500 日ですから、
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ばらくは減少社会が来るのは仕方がないことです。人口
が 3 割減るのは確実です。どんなに頑張っても 3 割、4
割ぐらい減る可能性はあります。
一方で、赤色のグラフは、「老年従属人口指数」とい














ですから、社会に 15 歳から 64 歳の人が 11 人いる

























































































































かないので、この 1.4 を、まず 1.5、世界的な分水嶺の 1.5
より上に上げると。1.7 とか 1.6 から、2.0 台に回復し
た国は、スウェーデンやフランスなどです。まずそこま
でいくと、そこから先は先例があるということです。1.4






















































台で行われます。「第 3 回」と書いてありますが、1 回
目は横浜で行われました。2 回目は、2005 年に神戸で
行われました。国連の重要な防災の会議は全て日本で開









































































一番下のグラフは、1950 年と 2050 年の 100 年間を
比較しています。1950 年のほうは、都市の人口が世界
のどの大陸に住んでいたかということ、シェアで表した
ものです。ですから、第二次大戦直後には、北アメリカ
とヨーロッパで世界の 50％以上の都市人口を抱えてい
ました。都市の活動の半分以上は、北アメリカとヨーロッ
パの都市で行われていました。文明の中心であったこと
もうなずけます。
ところが、2050 年になると、様相がガラッと変わり
ます。北アメリカとヨーロッパを合わせて 15％の都市
人口を占めるに過ぎず、アジアが単独で 5 割を超えて、
アフリカと合わせると 7 割を超えています。多くの都
市での活動をしている人が、アジアの都市、あるいはア
フリカの都市に住むようになるのです。そのようなシフ
トが、今、進行しているのです。我々が、これからパー
＜資料 26　南海トラフ巨大地震災害対策＞
＜資料 27　アジアにおける交流＞
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トナーを組むのは、もちろん北アメリカやヨーロッパも、
高度に経済が発展しているという意味では重要性は失わ
れていませんが、アジアやアフリカにならざるを得ませ
ん。
この越境地域が、大学等も拠点としながら行われると
いうことですから、若い皆さんが参加すると、この越境
概念をいかに世界に展開していくのか、アジアやアフリ
カに展開していくかということが、一つの課題ではない
かと思います。
そのなかで、日本はやや内向き思考だといわれていま
す。実は内を向いている暇はないということで、人（観光・
留学）、物（貿易）、お金（投資）、情報の交流というものを、
東アジア・東南アジアで活発に行っていくことが必要で
はないかと考えるわけです。
雑ぱくな話でありましたが、最後に今までお話しした
ことをまとめますと、越境地域で、まさに人口の安定化、
三遠南信にも先進例がありますから、出生率を高めてい
くということがモデルケースとして考えられていくと。
それが全国に先例として示されていくということが必要
です。
持続可能な社会という意味で、環境問題、特に、この
ような地域で太陽光や風力発電などの機会にも恵まれて
いますので、エネルギーの供給について考えていくとい
うことです。併せて災害の危険地域でもありますから、
減災の発想で、東日本大震災も教訓としながら、災害に
よる持続可能性の断絶をいかに防いでいくかということ
が必要です。
さらに、アジアを見据えた産業・文化の交流を図って
いくと。こういうやや先取り的なテーマを、ぜひ越境地
域の議論のなかで深めていただきたいと考えるわけで
す。あまり問題提起になった話ではなかったかもしれま
せんが、以上、有意義な会合になることを祈念して、私
の話を終わりにさせていただきます。
ご清聴ありがとうございました。
○司会：大西先生、大変示唆に富むご講演をどうもあり
がとうございました。それでは、この後「越境地域間交
流研究シンポジウム」に移りたいと思います。
（終了）
＜資料 28　国土における課題＞
